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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
先
月
２４
日
、
日
立
製

作
所
が
茨
城
県
神
栖
市
沿
岸
の
陸
上
部
で
建
設
を
進
め
て
き
た
、
中
速
ギ
ヤ
（
増
速

機
）
の
ド
ラ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン
（
動
力
伝
達
部
）
技
術
を
採
用
し
た
国
内
最
大
級
の
５
㍋

㍗
大
型
風
力
発
電
設
備
（
写
真
）
が
完
成
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
風
車
部
品

高
度
実
用
化
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
開
発
さ
れ
た
こ
の
技
術
は
、
中
速
ギ
ヤ
と

永
久
磁
石
同
期
発
電
機
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
従
来
の
高
速
ギ
ヤ
ド
ラ
イ
ブ
ト
レ

イ
ン
よ
り
軽
量
化
で
き
、
高
速
ギ
ヤ
へ
の
負
荷
も
大
幅
に
軽
減
で
き
る
点
が
大
き
な
特

徴
。
こ
の
た
め
、
信
頼
性
の
向
上
と
シ
ス
テ
ム
全
体
の
軽
量
化
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実

現
で
き
、
今
後
建
設
が
見
込
ま
れ
る
洋
上
風
力
発
電
所
に
向
け
た
大
型
化
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
は
今
後
、
陸
上
で
の
性
能
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
高
速

ス
レ
ン
ダ
ー
ブ
レ
ー
ド
（
羽
根
）
な
ど
の
開
発
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
発
電
効
率
の

向
上
な
ど
に
寄
与
す
る
技
術
開
発
を
進
め
る
方
針
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
は
、
国
内
外

の
洋
上
風
力
市
場
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
５
㍋
㍗
ク
ラ
ス
の
大

型
風
車
を
実
現
す
る
た
め
、

発
電
効
率
の
向
上
と
信
頼
性

の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
主

要
部
品
の
性
能
向
上
に
関
す

る
実
用
化
開
発
を
推
進
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
日
立
製
作

所
に
よ
る
中
速
ギ
ヤ
ド
ラ
イ

ブ
ト
レ
イ
ン
お
よ
び
高
速
ス

レ
ン
ダ
ー
ブ
レ
ー
ド
の
開
発

を
支
援
し
て
い
る
。

そ
の
成
果
を
受
け
、
日
立

製
作
所
は
こ
の
ほ
ど
、
中
速

ギ
ヤ
ド
ラ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン
技

術
を
採
用
し
た
出
力
５
㍋
㍗

大
型
風
力
発
電
設
備
を
、
茨

城
県
神
栖
市
沿
岸
の
陸
上
へ

建
設
し
、
設
置
が
完
了
し

た
。
ブ
レ
ー
ド
の
長
さ
は
６２

㍍
、
ブ
レ
ー
ド
の
付
け
根
を

ロ
ー
タ
ー
軸
に
連
結
す
る
ハ

ブ
の
高
さ
は
約
９０
㍍
、
ブ
レ

ー
ド
で
受
け
た
風
の
力
を
発

電
機
に
伝
え
る
ロ
ー
タ
ー
の

直
径
は
１
２
６
㍍
と
な
っ
て

い
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
風
車
部
品
高

度
実
用
化
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
１３
〜
１６
年
度
）
は
、
先

進
的
な
次
世
代
風
車
に
適
用

で
き
る
発
電
機
や
主
要
部
品

な
ど
の
性
能
向
上
に
関
す
る

実
用
化
開
発
や
、
主
要
部
品

の
標
準
化
を
素
材
レ
ベ
ル
か

ら
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の

で
、
具
体
的
に
は
ブ
レ
ー

ド
、
発
電
機
、
動
力
伝
達
装

置
、
軸
受
け
な
ど
の
開
発
を

行
う
。
達
成
目
標
と
し
て
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
に
お
け
る

フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
を
完
了

し
、
風
車
の
総
合
効
率
を
２０

％
以
上
向
上
す
る
ほ
か
、
標

準
化
に
お
い
て
要
素
部
品
の

仕
様
を
決
定
し
、
コ
ス
ト
を

３０
％
以
上
削
減
す
る
こ
と
を

目
指
す
。

去
る
２
月
１３
、
１４
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
た

「
低
炭
素
杯
２
０
１
５
」
で
、「
３７
年
間
に
わ
た
る
寒
冷
地
で
の
省
エ
ネ
木
造
住
宅
の
普

及
」
が
評
価
さ
れ
、
北
洲
（
宮
城
県
富
谷
町
、
０
２
２
・
３
４
８
・
３
０
１
１
）
に

「
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
最
優
秀
家
庭
エ
コ
活
動
賞
」
が
贈
ら
れ
た
。
北
洲
社
長
の
村
上
ひ
ろ
み

氏
に
長
年
の
木
造
住
宅
建
設
へ
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。

―
―
さ
ま
ざ
ま
な
賞
が
あ

る
中
で
低
炭
素
杯
に
応
募
し

た
理
由
は
。

「
当
社
の
創
業
当
時
か
ら

の
理
念
は
『
北
国
こ
そ
豊
か

な
住
文
化
を
』
で
あ
り
、
東

北
地
方
に
根
ざ
し
た
雪
と
寒

さ
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
き
た
。
当
社
は

『
強
・
用
・
美
』、
つ
ま
り
強

さ
、
使
い
や
す
さ
、
美
し
さ

に
『
省
エ
ネ
性
』
を
加
え
た

住
ま
い
づ
く
り
を
基
本
と
し

て
き
た
。
次
世
代
に
向
け
低

炭
素
社
会
の
構
築
を
目
指
す

低
炭
素
杯
の
理
念
に
共
感
し

て
応
募
し
た
。
他
社
に
先
駆

け
寒
冷
地
で
の
省
エ
ネ
木
造

住
宅
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
受

賞
で
、
う
れ
し
く
思
う
」

―
―
住
宅
事
業
に
乗
り
出

し
た
き
っ
か
け
は

「
当
社
は
１
９
６
８
年
に

父
が
岩
手
県
で
創
業
し
、

元
々
建
材
流
通
業
を
行
っ
て

き
た
が
、『
雪
と
寒
さ
に
強

い
住
ま
い
づ
く
り
』
の
具
現

化
の
た
め
、
７８
年
に
ハ
ウ
ジ

ン
グ
部
門
を
立
ち
上
げ
、
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
住
宅
の
販
売

を
開
始
し
た
。
創
業
時
の
地

元
岩
手
県
沢
内
村
で
は
乳
幼

児
の
死
亡
率
が
日
本
で
最
も

高
く
、
そ
の
原
因
の
一
つ
が

住
宅
の
寒
さ
だ
っ
た
。
北
海

道
と
青
森
県
以
外
は
全
国
的

に
夏
を
旨
と
し
た
家
づ
く
り

の
方
法
が
行
き
わ
た
っ
て
お

り
、
東
北
岩
手
で
も
暖
か
い

住
ま
い
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
寒

さ
に
強
い
家
づ
く
り
が
出
発

点
だ
っ
た
。
日
本
に
入
っ
た ば

か
り
の
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
で
の
先
駆
的
標
準
工
法
で

あ
る
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法

は
断
熱
・
気
密
性
に
優
れ
、

地
震
や
台
風
に
も
強
い
６
面

体
の
構
造
。
ま
ず
は
実
験
住

宅
を
建
設
し
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

積
み
上
げ
た
。
樹
脂
ペ
ア
ガ

ラ
ス
サ
ッ
シ
も
本
州
で
初
め て

標
準
採
用
と
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
の
は
８５
年

に
カ
ナ
ダ
政
府
が
中
心
に
進

め
た
Ｒ
２
０
０
０
ホ
ー
ム
。

西
暦
２
０
０
０
年
に
向
け
暖

房
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
４
分
の

１
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
当
社
は
東
北
住
宅
性
能

研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
８７
年

に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

棟
を
建
設
。
こ
れ
が
世
界
の

先
進
住
宅
２５
棟
に
選
出
さ

れ
、
９３
年
に
は
第
１
回
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
住
宅
賞
の
『
建
設

大
臣
賞
』
を
受
賞
し
た
」

―
―
北
洲
総
合
研
究
所
で

は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

「
９１
年
に
仙
台
市
に
開

設
、
高
気
密
高
断
熱
住
宅
に

と
っ
て
重
要
な
換
気
に
つ
い

て
、
当
時
の
通
産
省
の
研
究

会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
な
っ
て

研
究
し
て
き
た
。
現
在
は
７０

％
の
熱
交
換
が
可
能
な
第
１

種
換
気
が
標
準
で
あ
る
。
湿

度
の
調
整
も
可
能
な
デ
シ
カ

ン
ト
空
調
も
導
入
し
、
よ
り

健
康
に
配
慮
し
た
住
宅
の
提

案
に
も
注
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
の
住
宅
を
視

察
し
、
０６
年
に
は
ド
イ
ツ
の

ア
ル
セ
コ
社
と
湿
式
外
断
熱

の
独
占
契
約
を
し
た
。
元
々

日
本
の
住
宅
は
手
を
か
ざ
し

て
『
採
暖
』
す
る
文
化
で
、

部
屋
間
の
温
度
差
に
よ
る

『
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
』
を
起

こ
し
や
す
い
。
最
近
の
研
究

で
は
居
間
と
ト
イ
レ
の
温
度

差
が
１０
℃
以
上
あ
る
と
、
１

日
当
た
り
２
千
歩
も
歩
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
、

健
康
問
題
に
も
つ
な
が
る
。

躯
体
性
能
を
し
っ
か
り
造
る

考
え
方
か
ら
、
現
在
は
ツ
ー

バ
イ
シ
ッ
ク
ス
で
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
を
１４
㌢
入
れ
、
さ
ら
に

約
４
割
の
建
物
が
外
張
り
断

熱
を
加
え
た
ダ
ブ
ル
断
熱
と

な
っ
て
い
る
。

暖
房
は
８０
年
代
か
ら
灯
油

ボ
イ
ラ
ー
式
の
温
水
床
暖
房

に
取
り
組
み
、
輻
射
の
暖
房

を
提
案
し
て
い
る
。
薪
ス
ト

ー
ブ
も
採
用
で
き
る
。

住
宅
先
進
国
の
ド
イ
ツ
や

北
欧
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
含
め

思
想
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

昨
年
も
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
を

視
察
、
４
月
か
ら
適
用
さ
れ

る
改
正
省
エ
ネ
基
準
を
上
回

る
ス
イ
ス
の
厳
し
い
省
エ
ネ

『
ミ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
』
に
近

い
性
能
が
達
成
で
き
る
。
た

だ
し
、
欧
州
の
技
術
を
そ
の

ま
ま
持
っ
て
く
る
の
で
は
な

く
、
日
本
の
気
候
風
土
に
合

う
か
検
証
し
改
良
し
て
い

る
」―

―
良
い
住
宅
を
造
ろ
う

と
す
る
と
高
コ
ス
ト
と
な
る

の
で
は
。

「
初
期
投
資
は
確
か
に
掛

か
る
が
、
光
熱
費
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
、
さ
ら
に
温
度
差

の
な
い
健
康
的
な
暮
ら
し
に

よ
る
医
療
費
の
低
減
を
考
え

る
と
収
支
が
ぐ
っ
と
下
が

る
。
長
く
住
む
こ
と
を
可
能

と
し
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
が
標
準
の
時
代
が
来
て

も
、
当
社
は
資
産
価
値
の
残

る
住
宅
を
目
指
し
て
い
る
」

―
―
ゼ
ロ
エ
ネ
に
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
も

必
要
か
と
思
う
が
。

「
販
売
戸
数
の
約
３
分
の

１
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

搭
載
し
て
い
る
。
発
電
設
備

で
創
エ
ネ
を
し
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
パ
ネ
ル
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
も

あ
る
の
で
、
売
電
に
こ
だ
わ

る
の
で
は
な
く
オ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
る
」

―
―
地
場
産
の
木
材
利
用

に
つ
い
て
は
。

「
宮
城
県
内
に
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
規
格
の
材
木
の
製
材

所
が
な
い
こ
と
や
流
通
量
と

価
格
面
で
、
現
在
輸
入
材
を

使
っ
て
い
る
が
、
今
後
働
き

か
け
て
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
行
き
た
い
」

―
―
リ
フ
ォ
ー
ム
の
事
業

も
行
っ
て
い
る
が
、
環
境
配

慮
設
備
は
。

「
耐
震
・
断
熱
改
修
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
健
康

住
宅
は
単
な
る
温
度
の
均
質

化
だ
け
で
な
く
、
シ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
や
ア
ト
ピ
ー
に
な
ら
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
建
材
も
顧
客
と
話
し
合

い
、
内
装
も
塗
り
壁
等
の
自

然
素
材
を
使
っ
て
い
る
。
壁

設
置
の
ダ
ク
ト
レ
ス
換
気
も

商
品
と
し
て
持
っ
て
い
て
、

Ｐ
Ｍ
２
・
５
や
花
粉
も
室
内

に
な
る
べ
く
取
り
込
ま
な

い
、
空
気
が
汚
れ
た
時
だ
け

換
気
す
る
湿
度
セ
ン
サ
ー
に

よ
る
第
３
種
デ
マ
ン
ド
換
気

で
、
断
熱
と
と
も
に
部
屋
を

快
適
に
す
る
。
最
近
で
は
、

大
規
模
に
家
全
体
を
断
熱
改

修
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
」――

今
後
の
取
り
組
み

は
。「

潜
熱
蓄
熱
塗
り
壁
と
い

う
先
進
材
料
を
本
州
で
初
め

て
商
品
開
発
し
た
。
冬
場
の

太
陽
熱
を
室
内
に
取
り
込
ん

で
、
日
中
温
度
が
上
が
り
過

ぎ
る
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
防

ぎ
、
夜
室
温
が
下
が
る
と
壁

に
貯
め
て
お
い
た
熱
を
放
出

す
る
こ
と
で
暖
房
の
稼
働
を

減
ら
せ
る
省
エ
ネ
材
で
あ

る
。
マ
イ
ク
ロ
パ
ラ
フ
ィ
ン

が
２５
℃
で
融
け
た
り
固
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
を
利
用
す

る
。住

宅
以
外
の
大
規
模
建
築

の
木
造
化
に
も
注
力
し
た

い
。
仙
台
郊
外
の
富
谷
町
に

０６
年
に
本
社
屋
を
木
造
３
階

建
て
で
新
築
。施
設
や
医
院
、

店
舗
な
ど
も
高
断
熱
木
造
で

省
エ
ネ
・
快
適
に
で
き
る
。

今
後
も
環
境
負
荷
の
低
減
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

清
水
建
設
は
先
月
２４
日
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
汚
染
さ

れ
た
森
林
の
腐
葉
土
層
な
ど

を
高
圧
空
気
で
効
率
的
に
除

去
で
き
る
「
Ｓ
Ｃ
ク
リ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
同

社
が
福
島
県
広
野
町
で
実
施

し
て
い
る
除
染
工
事
で
そ
の

効
果
を
確
認
し
た
と
発
表
し

た
。
腐
葉
土
層
を
単
に
削
り

取
る
従
来
の
方
法
で
は
、
植

物
の
根
ま
で
断
ち
切
っ
て
し

ま
う
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
で

は
、
腐
葉
土
層
な
ど
空
隙
が

多
く
セ
シ
ウ
ム
が
多
く
浸
透

し
て
い
る
範
囲
に
限
っ
て
除

去
で
き
る
た
め
、
必
要
最
小

限
の
除
去
量
で
、
元
の
環
境

を
極
力
維
持
し
な
が
ら
、
腐

葉
土
層
を
削
り
取
る
場
合
と

同
等
の
除
染
効
果
を
確
実
に

得
ら
れ
る
点
が
大
き
な
特

徴
。
シ
ス
テ
ム
は
２
㌧

づ
り
ク
レ
ー
ン
装
置
付

き
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬

可
能
。
同
社
で
は
今

後
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

各
地
で
実
施
さ
れ
る
森

林
除
染
で
使
用
し
て
い

く
考
え
。

森
林
除
染
の
範
囲

は
、
当
初
の
家
屋
か
ら

２０
㍍
に
加
え
、
１３
年
度

か
ら
は
道
路
沿
い
の
森

林
も
路
肩
か
ら
２０
㍍
ま
で
が

対
象
と
な
っ
た
。
一
方
、
森

林
除
染
の
方
法
は
当
初
、
セ

シ
ウ
ム
が
堆
積
し
て
い
る
落

葉
な
ど
有
機
堆
積
物
の
除
去

と
さ
れ
て
い
た
が
、
時
間
の

経
過
に
伴
い
、
セ
シ
ウ
ム
が

空
隙
の
多
い
腐
葉
土
層
に
浸

透
し
た
結
果
、
こ
の
腐
葉
土

層
の
除
去
が
不
可
欠
に
な
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
単
に
腐
葉
土
層

を
削
り
取
る
従
来
の
方
法
で

は
、
植
物
の
根
ま
で
断
ち
切

っ
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て

腐
葉
土
層
の
下
層
に
あ
る
鉱

物
土
層
の
流
失
を
招
き
、
森

林
を
荒
廃
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
っ
た
。

「
Ｓ
Ｃ
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ

ム
」
の
構
成
は
、
①
風
速
が

毎
秒
２
０
０
〜
３
０
０
㍍
の

高
圧
空
気
で
腐
葉
土
層
を
ほ

ぐ
す
空
気
噴
付
装
置
②
ほ
ぐ

さ
れ
た
土
壌
の
吸
引
・
回
収

装
置
③
回
収
し
た
除
去
土
壌

を
空
気
と
分
離
し
て
大
型
土

の
う
袋
に
詰
め
込
む
分
別
装

置

か
ら
な
る
。
使
用
す

る
高
圧
空
気
は
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
か
ら
ホ
ー
ス
を
介
し
て

供
給
す
る
。
ほ
ぐ
れ
た
土
壌

は
、
残
っ
た
根
に
左
右
さ
れ

ず
に
、
も
れ
な
く
吸
引
・
回

収
で
き
る
た
め
、
汚
染
土
壌

が
拡
散
し
な
い
点
も
特
徴
。

日
本
ク
リ
ー
ン
環
境
推
進

機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
は
先
月

２６
日
、
第
６
回
講
演
会
「
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
廃
炉

に
向
け
た
遠
隔
取
り
扱
い
・

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
開
発
と
福

島
・
国
際
研
究
産
業
都
市

（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

ト
）
を
中
心
と
し
た
新
産
業

創
出
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

最
新
展
望
」（
後
援
・
原
子

力
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
推
進
セ
ン

タ
ー
、
環
境
新
聞
社
ほ
か
。

写
真
）
を
、
東
京
都
港
区
の

日
本
消
防
会
館
（
ニ
ッ
シ
ョ

ー
ホ
ー
ル
）
で
開
催
し
た
。

第
１
の
講
演
で
は
、
内
閣

府
原
子
力
災
害
対
策
本
部
原

子
力
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー

ム
企
画
官
の
竹
田
憲
氏
が
、

「
福
島
復
興
と
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
」
と
題

し
、
同
構
想
の
骨
格
や
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
具
体
化
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
。
構
想
の
具
体
化
に
向
け

て
は
、
３
つ
の
主
要
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
①
ロ
ボ
ッ
ト

研
究
・
実
証
拠
点
の
整
備
②

国
際
産
学
連
携
拠
点
の
整
備

③
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
個
別
の
検
討

会
を
設
置
し
、
構
想
の
実
現

に
向
け
た
課
題
や
解
決
策
な

ど
を
整
理
し
て
い
る
現
状
な

ど
を
説
明
し
た
。

第
２
の
講
演
で
は
、
東
京 大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

精
密
工
学
専
攻
教
授
の
淺
間

一
氏
が
、「
安
全
・
安
心
な

国
民
生
活
に
向
け
た
福
島
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
・
実
証
試
験
拠

点
の
構
想
と
そ
れ
に
よ
る
地

域
産
業
の
活
性
化
」
と
題

し
、
産
学
の
有
志
に
よ
る
産

業
競
争
力
懇
談
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｎ
）
で
淺
間
氏
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
災

害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
関
連
で

は
、
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト

の
産
業
集
積
支
援
事
業
や

同
ロ
ボ
ッ
ト
の
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
構
想

な
ど
を
説
明
し
た
。

第
３
の
講
演
で
は
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
福
島
研
究
開

発
部
門
企
画
調
整
室
長
の
船

坂
英
之
氏
が
、「
廃
炉
と
環

境
回
復
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

の
取
り
組
み
の
現
状
と
今
後

の
展
開
」
と
題
し
、
研
究
開

発
基
盤
の
強
化
や
今
後
の
進

め
方
な
ど
を
紹
介
。
今
後
の

進
め
方
で
は
、
廃
炉
国
際
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
構
築
や
福
島
県
環
境
創
造

セ
ン
タ
ー
で
の
成
果
の
提
供

な
ど
を
図
る
考
え
な
ど
を
示

し
た
。

そ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
技

術
参
与
の
河
西
善
充
氏
が
、

Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出

し
代
替
工
法
に
関
す
る
概
念

検
討
事
業
」
を
紹
介
し
た
。

清水建設

国内最大級の５ＭＷ
風力発電設備が完成

汚
染
腐
葉
土
層
を
効
率
除
去

中
速
ギ
ヤ
ド
ラ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン
採
用

森
林
除
染
向
け
シ
ス
テ
ム

洋
上
向
け
軽
量
・
小
型
化
を
実
現

ＮＥＤＯ事業
で日立

高
圧
空
気
で
腐
葉
土
層
を

ほ
ぐ
す
状
況

廃炉・ロボッ
ト技術など

新産業創出で
まちづくり

ＪＣＥＰが第６回講演会

低
炭
素
杯
・
最
優
秀
家
庭
エ
コ
活
動
賞
を
受
賞

北
洲

住
む
人
が
健
康
に
な
る
長
寿
命
省
エ
ネ
住
宅
を

北洲社長 村上ひろみ氏

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
低
炭
素

（第３種郵
便物認可）

（毎週水曜
日発行）

平成27年（2
015年）4月

1日（水曜日
）

（3）
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